
野辺地小の器楽合奏「祭り日」

会
場
全
体
に
元
気
な
歌
声
や
器
楽
演
奏

小
中
学
校
音
楽
交
歓
会
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22年11月１日現在 前月比 前年同月比

14,926 （－）� 14 （－）� 101

　男　　　　7,034

　女　　　　7,892

（－）� 8

（－）� 6

（－）� 51

（－）� 50

世帯数　　　6,533 （－）� 10 （＋）� 39

　

野
辺
地
町
教
育
振
興
会
（
横
濵
秀

一
会
長
）
は
10
月
28
日
、
野
辺
地
小

学
校
で
「
野
辺
地
町
小
中
学
校
音
楽

交
歓
会
」
を
開
催
し
、町
内
の
児
童
・

生
徒
が
元
気
な
歌
声
や
器
楽
な
ど
の

演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
影
響
で
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
が
、
こ
れ
ま
で
毎
年
開
催
し
、

今
回
が
43
回
目
の
開
催
。会
場
に
は
、

子
ど
も
た
ち
の
演
奏
を
一
目
見
よ
う

と
、多
く
の
人
た
ち
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
横
濵
会
長
が
「
芸
術

の
秋
、
音
楽
を
通
し
て
楽
し
み
、
友

情
を
深
め
て
く
だ
さ
い
」と
挨
拶
し
、

小
学
校
児
童
が
、器
楽
合
奏
や
合
唱
、

オ
ペ
レ
ッ
タ
（
軽
歌
劇
）
を
披
露
。

　

続
い
て
、
今
年
の
３
月
、
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
全
国
大
会
で
青
森
県
代
表
と

若葉小のオペレッタ「ドロボウ家族」

野中吹奏楽部の演奏

野高吹奏楽部の演奏

馬門小の器楽合奏「ビリーブ」

し
て
出
場
し
銀
賞
に
輝
い
た
野
辺
地

中
学
校
吹
奏
楽
部
や
特
別
参
加
し
た

野
辺
地
高
校
吹
奏
楽
部
の
レ
ベ
ル
の

高
い
演
奏
に
、
来
場
者
は
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
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上方の食文化を満喫
　郷土の味を楽しむ会
　野辺地町観光協会（三上山一二会長）と野辺地町商工会
女性部（熊谷美津子部長）は11月12日、中央公民館で第30
回「郷土の味を楽しむ会」を開催し、町内外の90人が上方
の料理を満喫しました。
　今年は、ホタテ貝が多数へい死していることから、刺
身ではなく、ホタテを使ったグラタン風にアレンジ。そ
の他、茶粥（ちゃげっこ）をはじめとした料理十数品が振
舞われ、参加した人たちは、野辺地西高校生徒が奏でる
優雅な「祇園ばやし」を聞きながら、昔懐かしい料理を楽
しみました。

上方の料理を楽しむ参加者たち

青い森鉄道全線開業前に利用者
説明会開催
　12月４日の青い森鉄道全線開業に伴い、青い森鉄道利
用者説明会が11月10日、中央公民館で開催されました。
　はじめに、会社側から運賃やダイヤの概要、切符の買
い方など説明。その後、参加者から「列車が運休した際は、
バス代行を」「高齢者に配慮した商品やサービスの提供
を」「夕方の青森から野辺地までの運転本数を増やして」

「ねぶた、花火大会の時には、臨時列車を」など、多くの
意見・要望がありました。

多くの意見・要望があった利用者説明会

久喜市菖蒲産業祭で特産品を販売・ＰＲ

　野辺地町観光協会や野辺地町漁業協同組合、野辺地ラ
イオンズクラブからなる訪問団が11月３日、友好都市関
係にある埼玉県久喜市で開催された「久喜市菖蒲産業祭」
を訪ね、野辺地町の特産品を販売・ＰＲしました。
　会場では、久喜市の特産物の即売や模擬店などが、多
数出店。開店と同時に、野辺地町の特産物を心待ちにし
ていた久喜市民が、ホタテの加工品や長いもなどを買い
求めていました。

特産品を販売する野辺地町コーナー

新山政樹さん
　技能五輪全国大会で第３位
　中央職業能力開発協会と神奈川県が主催する第48回技
能五輪全国大会の「工事電気設備」の職種で、第３位と
なった新山政樹さん（19歳）が11月10日、亀田町長を訪ね、
結果報告をしました。
　新山さんは、平成19年３月に野辺地中学校を卒業し、
現在茨城県日立市で勤務しています。
　出場した同大会には、40職種に23歳以下の若者約1,000
人が参加。「工事電気設備」の競技では、出された課題に
おいて作品のスピードと美しさが競われました。 亀田町長に結果報告する新山政樹さん（右）
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新 年 祝 賀 会
と　　　き　平成23年１月４日（火）
　　　　　　午後４時
と　こ　ろ　中央公民館
会　　　費　3,000円
申�込�期�限　12月10日（金）
申�込�方�法　役場総務課へ会費を添え

てお申し込みください。
問い合せ先　役場総務課
　　　　　　（64－2111内線228）

☆青い森鉄道サポーターズクラブ会員募集中☆
青い森鉄道サポーターズクラブに入って、モーリーくんの友達になろう!!
年会費　１，０００円
特　典　★会員限定缶バッジ（年度毎の通し番号付）
　　　　★イベントへの優先案内
　　　　★オリジナルグッズプレゼント
　入会を希望する方は、下記にお問い合わせください。
【お問い合わせ先】

　青い森鉄道プラットホーム～ぷらっとプラット～事務局
　〒031－0031　八戸市番町14
　　　　　　　八戸グランドホテル内（NPO法人ACTY内）
　　　　　　　TEL（0178）24－7670　FAX（0178）38－8021
　　　　　　　E-mail:info@npo-acty.jp

読書・読み語りを通してふれあいを
　「ふれあい教育の日」フェスティバル
　2010年国民読書年を記念して、野辺地町教育委員会は
11月13日、中央公民館で「ふれあい教育の日」フェスティ
バルを開催し、読書や読み語りを通した家族の対話やふ
れあいの効果を紹介しました。
　大会には、親子、ＰＴＡ、教育関係者、読書団体の約
150人が参加。７月から募集し146点の応募があった「家
読（うちどく）標語」コンクールの表彰があり、小学生の
部で木村こうたくん（馬門小学校２年生）、一般の部で亀
田生子さんが最優秀賞を受賞しました。その後、家庭・
学校での読書取組み事例の発表や読み聞かせグループの

「おはなし会」が行われました。
木村こうたくんの標語『１さつの　本をかこんで　かぞくのわ』
亀田生子さんの標語　『顔をよせ　心をよせあう　うち読書』家読標語で受賞した小学生たち

馬門自治会　文化財保護に寄付

　馬門自治会の柴崎民生会長と杉山福行副会長が11月８
日、亀田町長を訪ね、文化財保護のため、自治会員から
協力いただいた寄付金14万2,500円を寄付しました。
　亀田町長は、現在行っている ｢旧野村家住宅離れ｣（行
在所）の改修状況を報告。柴崎会長は「町の文化財を町民
が理解し、町民全体で守っていくことが大切」と町民一
丸となった取組みを期待しました。

亀田町長に寄付金を渡す柴崎会長（中）杉山副会長（右）

芸術の秋
　公民館で文化祭開催
　野辺地町文化祭の芸能祭が10月23、24日の両日、作品
展示が29日から31日の３日間、中央公民館で行われまし
た。芸能祭では伝統芸能や音楽、舞踊の24団体が練習の
成果を披露、作品展示では公民館事業「みんなの教室」受
講生の作品が会場全体に展示され、訪れた人たちは、芸
術の秋を楽しみました。
　また、馬門公民館でも10月23、24日の両日、「馬門コミュ
ニティ文化祭」が行われました。

作品を楽しむ来場者の皆さん
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秋の叙勲 11月３日付けで政府が発表した 2010 年秋の叙勲で、　 谷俊男さん、野澤利一さん、
山崎トモ子さんが瑞宝単光章を受章しました。

　 谷俊男さんは、昭和35年４月青森県種畜場（現：地方独立行
政法人青森県産業技術センター畜産研究所）に勤務し、平成17年
３月の退職までの45年間、畜産の試験研究補助業務に精励し、
畜産振興の発展に寄与され、地方自治功労により受章されまし
た。
　 谷さんは「45年間勤務し、このような章を受章できるとは思
いもしませんでした。とてもうれしく思い光栄です。これからは、
趣味などいろいろなことをして、楽しく生活していきたいと思
います」と述べられました。

　野澤利一さんは、昭和37年８月に野辺地町消防団に入団。平
成13年６月までの38年間、町民の生命・身体・財産の保護に努
めました。
　昭和63年６月より分団長を務め、災害発生時には被害を最小
限にとどめてきたほか、団員の育成に尽力されたことから、消
防功労により受章されました。
　野澤さんは「この度の受章は本当に信じられません。勲章をい
ただけたのは、先輩の指導と後輩の協力のおかげです」と述べら
れました。

　山崎トモ子さんは、昭和39年４月に宗教法人日本基督教団野
辺地教会附属施設「野辺地保育園」に保育士として勤務し、平成
18年３月までの42年間、児童福祉の向上に尽力されました。
　平成４年４月から第二野辺地保育園長、平成12年４月からは
統合した野辺地保育園長を務め、乳幼児の養育に一貫して力を
注ぎ、地域の子育て支援に寄与されたことから、児童福祉功労
により受章されました。
　山崎さんは「多くの方々にご指導いただき、定年退職まで保育
に携わることができました。私を支えてくださった周囲の方々
の代表としてこの度、受章させていただいたものと思います。
ただただ感謝し、お礼申し上げます」と述べられました。

瑞宝単光章　
あら

　谷
や

　俊
とし

　男
お

 さん

瑞宝単光章　野
の

　澤
ざわ

　利
とし

　一
いち

 さん

瑞宝単光章　山
やま

　崎
ざき

　トモ子 さん



大貫富士男さんに法務大臣表彰

町保健協力員協議会に厚生労働大臣表彰

髙野修司さん　学校保健で県教育長表彰受賞

　長年にわたり人権擁護委員として尽力されていることから、大貫
富士男さんにこのほど、法務大臣より表彰状が贈られました。
　大貫さんは、平成８年１月から現在までの15年間、人権擁護委員
を務めており、相談所等で人権相談に応じるほか、年４回各家庭に
配布している「人権だより」を作成するなど、人権思想の普及高揚に
貢献されています。
　大貫さんは「この度の表彰は、同僚委員の協力のおかげです」と述
べられました。

　長年にわたり公衆衛生の向上に寄与されたことから、野辺地町保
健協力員協議会（田畑スミヱ会長）にこのほど、厚生労働大臣より表
彰状が贈られました。
　町保健協力員協議会は昭和54年に設立され、現在の会員数は102人。
結核検診やがん検診などの成人検診の勧奨を行うとともに、ボラン
ティアとして積極的に町の保健衛生事業に尽力しています。
　田畑さんは「長年活動を継続できたことは、会員の協力のおかげで
す。最近、がん検診などの受診率が向上していることは、活動の励
みとなります」と今後の活動に意欲を見せました。

　野辺地町薬剤師会会長である髙野修司さんは、この度、学校保健
において県教育長表彰を受賞しました。昭和59年４月から野辺地小
学校、馬門小学校、平成16年４月からは野辺地町内の小・中学校全校、
更に７月からは野辺地高等学校の学校薬剤師として、児童生徒の健
康の保持増進に寄与されています。
　髙野さんは「これを機に、今後も子どもが安心して勉強できる環境
づくりに、お手伝いしていきたい」と述べられました。

5

危険業務従事者叙勲 10月９日付けで政府が発表した第 15 回危険業務従事者叙勲で、
木村豊悟さんが瑞宝双光章を受章しました。

　木村豊悟さんは、昭和43年４月に自衛官として入隊され、平
成15年４月に除隊するまでの35年間の長きにわたり国の防衛に
尽力されました。
　特に、札幌市の冬季戦技教育隊（通称：冬戦教）で10年間、バ
イアスロン競技で活躍するほか、陸上自衛隊八戸駐屯地では山
火事や行方不明者の救助活動に貢献されたことから、防衛功労
により瑞宝双光章を受章しました。
　木村さんは「国の防衛と国民の生命・財産を守る自衛隊の任務
の一つとして行ってきただけで、頂けるとは思いませんでした」
と述べられました。

瑞宝双光章　木
き

　村
むら

　豊
ぶん

　悟
ご

 さん



有戸学習等供用センターにて
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活
発
な
意
見
・
要
望
が
あ
っ
た
「
ま
ち
づ
く
り
・
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」

有
戸
学
習
等
供
用
セ
ン
タ
ー

馬
門
公
民
館

　

平
成
22
年
度
ま
ち
づ
く
り
・
ふ
れ

あ
い
ト
ー
ク
を
、
11
月
１
日
有
戸
学

習
等
供
用
セ
ン
タ
ー
、
４
日
馬
門
公

民
館
、
９
日
中
央
公
民
館
の
３
会
場

で
開
催
し
、
参
加
さ
れ
た
町
民
の
皆

さ
ん
か
ら
活
発
な
ご
意
見
・
ご
要
望

が
あ
り
ま
し
た
。

　

左
記
の
内
容
は
、
出
席
者
よ
り
出

さ
れ
た
質
問
等
を
抜
粋
し
て
掲
載
し

た
も
の
で
す
。

○
道
路
の
補
修
に
つ
い
て

質
問　

こ
か
ぶ
を
運
搬
す
る
際
に
、

旧
有
戸
農
免
道
路
を
利
用
す
る

が
、
凹
凸
が
激
し
い
と
こ
ろ
が
あ

る
。
直
し
て
ほ
し
い
。

回
答　

現
地
を
調
査
し
て
、
対
処
し

た
い
。

○
東
北
新
幹
線
全
線
開
業
に
つ
い
て

質
問　

東
北
新
幹
線
全
線
開
業
に
合

わ
せ
、
七
戸
十
和
田
駅
か
ら
む

つ
ま
で
バ
ス
が
通
る
こ
と
に
な
る

が
、
有
戸
・
木
明
な
ど
町
内
の

数
箇
所
に
停
留
場
を
設
け
て
ほ
し

い
。

回
答　

停
留
場
は
既
に
決
ま
っ
て
お

り
、野
辺
地
は
野
辺
地
中
央
の
み
。

停
留
場
設
置
は
、
国
の
許
可
が
必

要
な
た
め
、
難
し
い
。

○
除
雪
に
つ
い
て

質
問　

除
雪
業
者
に
連
絡
を
し
て
も

こ
な
い
。
救
急
患
者
が
出
た
場
合

心
配
で
す
。
町
と
有
戸
で
は
、
降

雪
状
況
が
違
う
。
今
年
は
ど
う
な

り
ま
す
か
。

回
答　

き
ち
ん
と
業
者
に
指
導
し
ま

す
。

○
野
辺
地
病
院
に
つ
い
て

質
問　

野
辺
地
病
院
に
新
た
に
導
入

さ
れ
た
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層

撮
影
装
置
」
で
検
診
を
受
け
た
い

が
、
い
く
ら
か
か
る
か
。

回
答　

現
在
、
病
院
で
検
診
を
行
っ

て
お
り
、
１
万
２
０
０
０
円
と

他
よ
り
も
高
い
た
め
、
今
後
、

６
５
０
０
円
ぐ
ら
い
で
検
診
で
き

る
よ
う
に
計
画
し
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
こ
の
機
械
を
使
っ
て
の
検

診
は
、
肺
が
ん
や
心
臓
の
検
診
で

あ
り
、
オ
プ
シ
ョ
ン
と
な
る
た

め
、別
料
金
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

国
民
健
康
保
険
で
脳
ド
ッ
ク
を
野

辺
地
病
院
に
年
間
50
人
委
託
し
て

い
ま
す
。
個
人
負
担
が
５
０
０
０

円
。
残
り
の
枠
が
ま
だ
あ
り
ま
す

の
で
、
今
後「
広
報
の
へ
じ
」で
募

集
し
ま
す
。

質
問　

野
辺
地
病
院
の
不
良
債
務

は
、
医
師
が
増
え
れ
ば
、
解
消
さ

れ
る
の
か
。

回
答　

医
師
が
増
え
れ
ば
、
入
院
・

外
来
の
患
者
数
が
増
え
、
収
入
が

上
が
っ
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、

先
日
の
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
弘

前
大
学
で
研
修
生
を
44
人
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
６
人
し
か
集
ま
ら
な

い
と
い
う
現
状
で
す
。
今
年
に
入

り
、
２
回
大
学
を
訪
問
し
て
、
お

願
い
を
し
て
い
る
が
、
今
の
状
況

で
は
医
師
を
回
す
こ
と
が
で
き
な

い
と
の
こ
と
で
す
。
野
辺
地
病
院

で
は
、
研
修
生
を
受
け
入
れ
る
施

策
と
し
て
、
電
子
カ
ル
テ
に
着
手

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

○
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
へ
い
死
に
つ
い
て

質
問　

ホ
タ
テ
の
母
貝
が
へ
い
死
し

て
い
る
よ
う
だ
が
、
以
前
フ
ェ

リ
ー
航
路
の
有
戸
沖
か
ら
取
っ
て

き
て
放
し
た
こ
と
が
あ
る
。
水
深

が
深
い
こ
と
か
ら
、水
温
も
低
い
。

調
査
し
て
み
て
は
。

回
答　

地
ま
き
の
関
係
で
言
い
ま
す

と
、
組
合
で
や
っ
て
い
る
の
は
、

木
明
か
ら
有
戸
方
面
で
、
県
か
ら

許
可
を
得
て
、
稚
貝
を
組
合
が

買
っ
て
ま
い
て
い
ま
す
。
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
へ
い
死
が
約
８
割
。

残
り
の
２
割
を
獲
っ
て
し
ま
う

と
、
産
卵
が
さ
れ
ず
来
年
の
稚
貝

が
確
保
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
今
回
県
や
む
つ
湾
漁
業
振

興
会
が
、
成
貝
の
出
荷
抑
制
を
図

り
な
が
ら
、
そ
の
減
収
分
を
２
億

円
の
基
金
で
補
填
し
て
い
く
計
画

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

○
柴
崎
観
光
牧
場
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

質
問　

柴
崎
観
光
牧
場
の
有
効
活
用

で
、
牧
場
は
松
が
多
い
の
で
、
多

少
伐
採
し
、
も
み
じ
を
植
え
て
、

松
の
緑
と
も
み
じ
の
紅
葉
の
色
合

い
を
楽
し
む
よ
う
に
し
て
は
。

回
答　

ア
イ
デ
ア
の
一
つ
と
し
て
検

討
し
た
い
。

質
問　

休
耕
の
田
畑
も
目
立
っ
て
き

て
い
る
の
で
、
一
坪
農
園
な
ど
で

都
会
か
ら
お
客
を
呼
ぶ
よ
う
に
し

て
は
ど
う
か
。

回
答　

県
外
か
ら
の
お
客
さ
ん
を
見

込
め
る
か
ど
う
か
が
、
検
討
材
料

で
す
。

○
東
北
新
幹
線
全
線
開
業
に
つ
い
て

質
問　

新
幹
線
全
線
開
業
が
近
く

な
っ
た
が
、
多
く
の
観
光
客
が
青

森
県
を
訪
れ
る
と
思
う
の
で
、「
道

の
駅
」を
作
る
計
画
は
な
い
か
。

回
答　

下
北
に
行
く
観
光
客
が
増
え

る
と
思
わ
れ
る
の
で
、「
道
の
駅
」

や「
海
の
駅
」と
い
っ
た
特
産
物
を

販
売
す
る
直
販
施
設
は
必
要
と
思

い
ま
す
。
現
在
の
常
夜
燈
公
園
に

は
、
バ
ス
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
も
確

保
し
、町
有
地
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

建
設
の
案
も
あ
り
ま
す
。た
だ
し
、

観
光
客
が
下
北
に
行
く
場
合
、
常

夜
燈
公
園
前
の
道
路
を
通
る
か
、

縦
貫
道
路
を
利
用
す
る
の
で
は
な

い
か
と
い
っ
た
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
た
め
、
観
光
客
の
流
れ
を
見
極

め
、
さ
ら
に
、
情
報
収
集
に
努
め

た
い
。

○
野
辺
地
病
院
に
つ
い
て

質
問　

野
辺
地
病
院
で
人
工
透
析
を

受
診
で
き
な
く
な
る
と
聞
い
た

が
、
ど
う
で
す
か
。

回
答　

３
月
末
に
人
工
透
析
を
担
当

し
て
い
た
医
師
が
退
職
し
ま
し

た
。
半
年
た
っ
て
も
医
師
を
確
保

で
き
て
い
な
い
状
況
で
、
現
在
人

工
透
析
を
進
め
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
ま
ま
で
い
く
と
患
者
の

安
全
が
確
保
で
き
な
い
と
思
わ
れ

る
の
で
、
平
成
24
年
３
月
ま
で
医

師
が
見
つ
か
ら
な
け
れ
ば
閉
鎖
し

た
い
と
い
う
考
え
が
あ
り
ま
す
。

今
後
１
年
半
か
け
て
医
師
を
探

し
、
人
工
透
析
を
継
続
し
た
い
。

○
融
雪
溝
に
つ
い
て

質
問　

山
側
の
融
雪
溝
が
ご
み
や
泥

で
つ
ま
り
、
人
の
手
で
は
対
処
で

き
な
い
状
況
だ
が
、
ど
こ
で
や
る

も
の
か
。

回
答　

現
在
、
組
合
で
管
理
し
て
い

る
が
、
県
と
協
議
し
て
対
処
し
た
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い
。

○
過
疎
地
域
指
定
に
つ
い
て

質
問　

過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
た
が
、

次
世
代
を
担
う
若
者
の
地
元
定
住

の
施
策
は
あ
り
ま
す
か
。

回
答　

大
学
の
卒
業
生
な
ど
、
都
市

圏
か
ら
の
人
材
を
地
方
で
活
用

す
る「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」と
い

う
国
の
事
業
が
あ
る
が
、
一
つ
の

職
の
斡
旋
と
い
う
側
面
も
あ
り
ま

す
。
都
市
部
の
大
学
で
専
門
的
な

こ
と
を
学
ん
で
き
て
、
そ
れ
が
地

元
で
生
か
さ
れ
る
と
い
い
が
、
ミ

ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
る

の
で
、
町
と
し
て
も
う
少
し
内
容

を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

○
野
辺
地
病
院
に
つ
い
て

質
問　

現
在
、
透
析
を
受
け
て
い
る

が
、
チ
ラ
シ
を
い
た
だ
き
転
院
を

進
め
ら
れ
た
が
、
今
後
ど
の
よ
う

に
な
る
の
か
。

回
答　

平
成
24
年
３
月
ま
で
医
師
を

見
つ
け
て
、
診
療
を
継
続
し
て
い

き
た
い
。

質
問　

自
治
医
大
と
い
う
病
院
が
あ

る
が
、
医
師
の
派
遣
を
お
願
い
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

回
答　

特
に
僻
地
の
患
者
を
見
る
と

い
う
こ
と
で
、自
治
体
が
負
担
し
、

医
師
を
養
成
し
て
い
る
。し
か
し
、

全
国
か
ら
要
望
が
あ
る
た
め
、
希

望
が
か
な
い
ま
せ
ん
。

質
問　

別
の
診
療
科
の
医
師
に
研
修

を
受
け
て
も
ら
い
、
透
析
の
対
応

を
で
き
な
い
か
。

回
答　

現
在
も
曜
日
の
一
部
で
、
別

の
診
療
科
の
医
師
が
透
析
を
見
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
、
ま
た
別
の
医

師
が
研
修
を
受
け
て
と
い
う
こ
と

に
な
る
と
、専
門
医
で
な
い
た
め
、

他
の
診
療
科
の
患
者
へ
の
負
担
が

大
き
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

○
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
に
つ
い
て

質
問　

計
画
の
内
容
は
。

回
答　

議
会
の
承
認
が
必
要
と
な
り

ま
す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
６
年

間
で
１
２
０
事
業
74
億
円
予
定
し

て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
新
規
事

業
は
84
事
業
46
億
円
で
す
。
こ
れ

を
す
べ
て
６
年
間
で
行
う
の
で
は

な
く
、
そ
の
年
の
予
算
編
成
の
中

で
、
必
要
な
も
の
、
緊
急
度
の
高

い
も
の
か
ら
、
町
の
財
政
状
況
を

考
慮
し
な
が
ら
、
事
業
を
選
択
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

質
問　

検
討
し
て
い
る
事
業
に
、
野

辺
地
中
学
校
改
築
事
業
が
あ
る

が
、以
前
中
学
校
を
改
築
し
た
時
、

振
動
と
騒
音
で
中
学
生
が
荒
れ
た

時
が
あ
っ
た
。
実
施
す
る
際
は
、

心
の
ケ
ア
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

回
答　

十
分
配
慮
い
た
し
ま
す
。

○
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

質
問　

電
線
が
切
れ
る
と
い
っ
た
大

き
な
災
害
が
あ
っ
た
場
合
に
、
防

災
行
政
無
線
は
機
能
す
る
の
か
。

回
答　

無
線
を
使
っ
て
い
る
の
で
大

丈
夫
で
す
。
親
局
で
あ
る
役
場
へ

の
電
力
が
途
絶
え
て
も
、
自
家
発

電
を
備
え
て
い
ま
す
。
受
信
す
る

側
も
バ
ッ
テ
リ
が
あ
る
の
で
、
あ

る
程
度
の
時
間
は
大
丈
夫
で
す
。

○
企
業
誘
致
に
つ
い
て

質
問　

旧
サ
ン
ト
リ
ー
の
用
地
の
活

用
で
、
近
隣
に
地
方
独
立
行
政

法
人
と
な
っ
た
研
究
機
関
「
青
森

県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
畜
産
研
究

所
」（
旧
種
畜
場
）
が
あ
る
が
、
町

と
連
携
し
て
研
究
や
ブ
ラ
ン
ド
作

り
に
努
め
て
は
ど
う
か
。

回
答　

今
後
検
討
い
た
し
ま
す
。

施　設　名 休館・休業日

役場（℡64－2111）
12月29日（水）～１月３日（月）
（住民票と印鑑証明書の交付は、12月29日
午前８時30分～正午まで行います）

中央公民館（℡64－3054）

12月29日（水）～１月３日（月）
（12月28日は午後５時で閉館）

図書館（℡64－2195）
歴史民俗資料館（℡64－9494）
馬門公民館（℡64－9326）
町立体育館（℡64－1459）
勤労青少年ホーム（℡64－9657）
青少年体育センター（℡64－9657）
屋内温水プール（℡64－9777）
児童館（℡64－3106）
クリーン･ペア･はまなす（℡68－2508）
（対象廃棄物：可燃ごみ・粗大系ごみ・
ペットボトル・空き缶・空きびん）

12月30日（木）～1月３日（月）

一般廃棄物最終処分場（℡64－0139）
（対象廃棄物：不燃ごみ） 12月31日（金）～1月３日（月）

●各種証明書の交付
　役場の業務は、12 月 29 日（水）
から１月３日（月）まで年末年
始のため休務となります。
　なお、町民課では 12 月 29 日

（水）午前８時 30 分から正午ま
で、住民票と印鑑証明書の交付
に限り、発行業務を行いますの
でお知らせいたします。
　住民票の申請は、「本人確認書
類」が必要です。

●し尿汲み取り
　年末年始のし尿汲み取りは大
変込み合いますので申込みはお
早目に！
　年末の申込みは、12 月 15 日

（水）まで
　年始の申込みは、１月４日（火）
から
問合先　役場建設環境課

℡ 64 － 2111（内線 223）



１
月
の
無
料
法
律
相
談
は
、
１
月
７
日
（
金
）
。
総
務
課
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。（
12
月
22
日
ま
で
）

平
成
23
年
度
航
空
自
衛
隊

三
沢
基
地
モ
ニ
タ
ー
募
集

図書館おすすめの新刊（入荷予定の本）

お 初 の 繭
（ 第17回 日 本 ホ ラ ー 小
説 大 賞・ 大 賞 受 賞 作 ）

一　路　晃　司

歌 う ク ジ ラ　 上・ 下 村　上　　　龍
抱 擁、 あ る い は
ラ イ ス に は 塩 を 江　國　香　織

お 別 れ の 音 青　山　七　恵
ａｔ　Ｈｏｍｅ 本　多　孝　好
お や す み ラ フ マ ニ ノ フ 中　山　七　里
寺山修司に愛された女優 山　田　勝　仁
ラ ブ ＆ ピ ー ナ ッ ツ 森　沢　明　夫

ロ ー ド サ イ ド・ ク ロ ス ジェフリ－・　
　ディ－ヴァ－

宇宙は何でできているのか 村　山　　　斉

本　の　展　示
●本の展示
　メリー・クリスマスの本展
　　　　　　　　　１日（水）～ 25日（土）

8

元

旦

歩

こ

う

会

参

加

者

募

集

ド
キ
ド
キ
お
は
な
し

ク

リ

ス

マ

ス

会

冬
休
み
「
ジ
ュ
ニ
ア
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
教
室
」
開
催

日
時　

平
成
23
年
１
月
１
日
（
土
）

午
前
８
時
30
分
ま
で
集
合

集
合
場
所　

神
明
宮
境
内

コ
ー
ス　

神
明
宮
～
愛
宕
神
社
～
八

幡
宮

参
加
賞　

招
福
記
念
品

参
加
料　

無
料
（
記
念
写
真
希
望
者

は
２
０
０
円
）

問
合
先　

野
辺
地
ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ

ブ
若
山　

☎
（
64
）
２
７
７
４

　

お
話
や
ク
イ
ズ
な
ど
、
み
ん
な
と

一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

12
月
11
日
（
土
）
午
後
２

時
～
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ　

図
書
館
視
聴
覚
室（
２
階
）

対　

象　

小
学
生
・
幼
児
（
保
護
者

同
伴
）

持
ち
物　

中
ズ
ッ
ク

定　

員　

60
人
（
先
着
順
）

申
込
先　

12
月
９
日
（
木
）
ま
で

　

図
書
館　

☎
（
64
）
２
１
９
５

◆
あ
た
ご
ク
ラ
ブ
役
員
会
／
17
日

（
金
）
午
後
６
時
30
分

◆
ケ
ー
キ
作
り
／
18
日
（
土
）
午
後

１
時
（
申
込
締
切
14
日
・
参
加

費
５
０
０
円
）

◆
避
難
訓
練
／
22
日
（
水
）
午
後
４

時
◆
大
掃
除
／
28
日
（
火
）
午
前
10
時

30
分

◆
英
会
話
サ
ー
ク
ル
／
１
日
（
水
）

６
日（
月
）15
日（
水
）20
日（
月
）

午
前
10
時
（
公
民
館
）

◆
ヨ
チ
ヨ
チ
お
は
な
し
会
／
３
日

（
金
）
午
前
10
時
30
分
（
３
歳
未

満
児
向
け
）

◆
朗
読
の
会
「
秋
桜
」
／
９
日
（
木
）

午
前
10
時
（
公
民
館
）

◆
絵
本
を
楽
し
む
会
／
10
日
（
金
）

午
前
10
時

◆
ブ
ッ
ク
ハ
ロ
ー
／
15
日
（
水
）
午

前
10
時
（
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
・

７
か
月
児
相
談
）

◆
古
典
に
親
し
む
会
／
17
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
（「
方
丈
記
」・

公
民
館
）

◆
お
は
な
し
工
房
／
18
日
（
土
）
午

後
２
時
（
読
み
聞
か
せ
と
簡
単

な
工
作
）

開
催
日　

12
月
18
日（
土
）22
日（
水
）

24
日
（
金
）
25
日
（
土
）
平
成

23
年
１
月
７
日
（
金
）
８
日
（
土
）

時　

間　

午
後
３
時
か
ら
午
後
６
時

場　

所　

町
立
体
育
館

対
象
者　

小
学
校
４
年
生
～
中
学
生

参
加
料　

５
０
０
円
（
ス
ポ
ー
ツ
保

険
料
）

申
込
先　

産
業
観
光
振
興
課　

滝
口

☎
（
64
）
２
１
１
１
（
内
線
２

８
０
）

図

書

館

行

事

電
話
（
64
）
２
１
９
５

児

童

館

行

事

電
話
（
64
）
３
１
０
６

募
集
区
域　

三
沢
市
、
十
和
田
市
及

び
上
北
郡

募
集
年
齢　

20
歳
代
か
ら
50
歳
代
の

男
女

募
集
定
員　

若
干
名
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
選
考
で
決
定
）

委
嘱
期
間　

平
成
23
年
４
月
か
ら
平

成
24
年
３
月
ま
で

活
動
予
定
内
容

　

①
基
地
内
及
び
職
場
見
学
等

　

②
航
空
機
体
験
搭
乗
等

　

③
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
及
び
モ
ニ

タ
ー
会
議

申
込
先　

12
月
17
日
（
金
）
ま
で

　
　
　
　

渉
外
室
広
報
班

　

☎
０
１
７
６
（
53
）
４
１
２
１



子
ど
も
手
当
が
中
学
校
第
３
学
年
終
了
前
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

健康

芋田　脩
しゅうな

南くん

　
「
お
め
で
と
う
！
こ
れ
か
ら
も

ピ
ッ
カ
ピ
カ
の
白
い
歯
で
、
い
っ
ぱ

い
笑
お
う
ね
」

　
　
　
　
　
　
（
母
、
弥
生
、
新
道
）

伊藤　尋
ひろ

緒
お

くん

　
「
歯
み
が
き
が
ん
ば
っ
た
ね
。
こ

れ
か
ら
も
続
け
よ
う
ね
」

　
　
　
　
　
　
（
母
、
知
美
、
城
内
）

四戸　　奏
かなで

くん

　
「
歯
が
き
ま
ら
な
き
ゃ
、
顔
も
き

ま
ら
ね
ー
ぜ
」

　
　
　
　
　
　
（
父
、
学
、
駅
前
一
）

大西　雪
ゆき

乃
の

ちゃん

　
「
雪
ち
ゃ
ん
良
か
っ
た
ね
。
こ
れ

か
ら
も
食
べ
た
ら
、
歯
磨
き
続
け
よ

う
ね
」　　
　
（
母
、
美
幸
、
駅
前
一
）

「メタボリック症候群予防講演会」のご案内
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　青森県立中央病院でユニークな脱メタボ外来の取り組みでご活躍されている
医師の小野正人氏による講演会です。
　単純なようで、実は奥が深いメタボリック症候群を関西弁で楽しく違う角度
からお話していただきます。メタボリック症候群に対して、ちょっと気になっ
ている方・知識を深めたい方など、是非この機会に学びを深めてみませんか。
　参加費は無料です。どなたでも参加ができます。（申込みは、不要です）

日　時　平成22年12月９日（木）　10：00 ～ 12：00
場　所　野辺地町健康増進センター
演　題　『メタボ脱出のキーワード　～脱脂と貯筋のコツ～』
講　師　青森県立中央病院 医療管理官　　小野正人 氏
問合先　野辺地町健康増進センター　℡64-1770

　この教室は、健康的な食生活からの健康づくり運動をしている野辺地町食生
活改善推進員が、町民の健康寿命の延伸を目的に開催します。高血圧の予防に
ついて、楽しく調理実習を行いながら、わかりやすく学ぶことができます。

対　象　おおむね40歳から70歳までで、高血圧予防に興味のある方
場　所　野辺地町健康増進センター
申込先　12月10日までですが、定員30名になり次第締め切ります。
　　　　お電話で健康増進センターにお申し込み下さい。（℡64-1770）
持ち物　エプロン　三角巾　筆記用具　（１回目は運動できる服装と汗ふきタ

オル）
その他　参加費は無料です。

日時・内容

月　日 時　間 内　　容

１回目
平成22年
12月20日（月）

９：00

～

13：00

・オリエンテーション
・高血圧について知ろう
・調理実習：高血圧予防の食事づくり①
　【さんが焼き　長いもあっさり炒めなど】

13：30

～

15：00

・適正体重を維持しよう
・日常生活の工夫
・運動習慣を身につけよう
　【メタボリック症候群予防のエクササイズ】

２回目
平成23年
３月３日（木）

10：00

～

13：00
・調理実習：高血圧予防の食事づくり②
　【肉じゃが　れんこんの酢の物　など】

13：30

～

15：00
・講　演
　「メタボリック症候群予防について」

「高血圧予防教室」のご案内

国
保
・
脳
ド
ッ
ク
の

お
知
ら
せ

　

国
保
・
脳
ド
ッ
ク
の
１
月
～
３
月

実
施
分
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
受

付
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

12
月
７
日
（
火
）
～
10

日（
金
）

　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

受
付
人
数　

15
人

対
象
者　

野
辺
地
町
国
保
加
入
者

（
申
込
が
多
数
の
場
合
は
、
初
め

て
受
診
さ
れ
る
方
が
優
先
さ
れ

ま
す
。）

個
人
負
担　

５
０
０
０
円

実
施
場
所　

公
立
野
辺
地
病
院

申
込
先　

役
場
町
民
課
医
療
班

☎（
64
）２
１
１
１（
内
線
２
２
９
）

「
減
る
脂
（
ヘ
ル
シ
ー
）
ク
ッ
キ
ン

グ
教
室
」
後
期
の
受
講
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
広
報

９
月
号
９
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



お知らせ

平
成
23
年
カ
レ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集
中（
詳
し
く
は
、広
報
の
へ
じ
11
月
号
を
）

平成22年度　除雪委託業者及び区域一覧表
業　者　名 連絡先電話番号 除　　雪　　区　　域

㈲天間重機 64－3564 切明・上小中野地区・松ノ木地区の
一部

㈱升澤組 64－3509 馬門（西）地区・御手洗瀬・二本木地
区

手間本建設㈱ 64－2604 向田地区（雲雀線）・鳴沢・駅前地区

㈲柏葉建材 64－4331 金沢町地区・干草橋・木明地区・下
袋町地区

洞内工業 64－2514 城内地区・新町・新道の一部・枇杷
野地区

㈱義寅萬運輸 64－3378 愛宕ニュータウン・川目・松ノ木平・
前平地区の一部

㈲細川建設工業 64－2944 馬門（東）地区・前平地区の一部・八
幡町の一部

白浜建設㈲ 64－6766 松ノ木・御手洗瀬・観音林地区

㈲赤川林業土木 64－0249 上・中・下袋町地区・金沢･新道・浜
町の一部

㈲松舘工業 64－4903 中・下袋町地区・下町地区の一部

㈲田村興業 64－3912 下町（一・二区）　・鳴沢前平・松ノ
木平地区の一部

㈲野辺地運輸 64－6688
浜町・新道・金沢町・八幡町地区
有戸・目ノ越・蟹田・明前・太田新
田地区

㈲山村電水 64－4805 駅前地区・下町・松ノ木平・鳴沢・
川目地区の一部

ケーズ設備計画 64－2309 中袋町・下町の一部・馬門（西区）の
一部

役場直営（３台） 64－2111

石神裏・上川原線（わかば歩道橋～サ
ケマスふ化場）
野辺地寺ノ沢線（役場～赤坂車庫）
市内支線１号線（浜町～新道～城内～
本町）
枇杷野幼稚園線、松ノ木馬門線
港湾雪捨場、廃棄物最終処分場線
公共施設駐車場　前平地区の一部

10

組合有地売却のお知らせ

除
・
排
雪
の
概
要

み
な
さ
ん
へ
の
お
願
い

「発火性危険ごみ収集日」のお知らせ
収集日　12月27日（月）
対　象　使い捨てライター（バーベキュー用含）
　　　　カセット式ガスボンベ缶
　　　　スプレー缶
　　　　エアゾール缶
出し方　中身を完全に使い切るか出し切ってから、

収集かごに直接入れましょう。
※缶類は、火気のない通気性の良い場所で、必ず

穴を開けてください。　　　　　　　　　　　
　（役場建設環境課）

１　売払物件の表示（旧医師住宅跡地）

物件 所　在　地　番 地　目
（現　況）

面　積
（㎡）

用　途
説明会日時 入札日時

容／建

１ 野辺地町字二本木向前田25番10 田
（宅　地） 521.0

１住居 平成22年12月10日（金）
午後１時30分から
公立野辺地病院
　中央棟５階会議室

平成22年12月20日（月）
午後１時30分から
公立野辺地病院
　中央棟５階会議室

200/60

売払い方法：一般競争入札により契約の相手方を決定する方法をとっています。
　　　※質問等がございましたら気軽にお問い合わせください。
　　　担当：北部上北広域事務組合　　公立野辺地病院管理課　　電話 0175-64-3211　内線 512・511

①
除
雪
は
、
積
雪
が
お
お
む
ね
５
㌢

か
ら
10
㌢
に
達
し
た
と
き
に
出

動
し
ま
す
。

②
作
業
時
間
は
、
バ
ス
路
線
は
午
前

６
時
ま
で
に
、
そ
の
他
の
路
線

に
つ
い
て
も
、
出
来
る
だ
け
早

く
終
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。

③
排
雪
は
、
積
雪
状
況
、
道
路
状
況

に
よ
っ
て
実
施
し
ま
す
。

①
除
雪
さ
れ
た
雪
を
道
路
に
出
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。
歩
行
の
妨
げ
、

車
両
事
故
の
発
生
に
つ
な
が
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

②
町
民
の
皆
さ
ん
が
所
有
す
る
空
地

を
除
雪
作
業
の
都
合
上
、
一
時

堆
雪
場
と
し
て
お
借
り
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
が
、
後
日
排
雪

し
ま
す
。

③
路
上
駐
車
は
除
雪
作
業
の
妨
げ
に

な
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
し
な

　

今
年
も
雪
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
町
で
は
日
常
生
活
や
産
業
活
動
に
支

障
を
き
た
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、�

道
路
の
除
・
排
雪
を
行
い
ま
す
。

　

除
排
雪
を
限
ら
れ
た
予
算
で
効
率
的
に
行
う
た
め
、
ま
た
、
安
全
で
快
適

な
生
活
を
お
く
る
た
め
に
、
町
民
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
物
損
事
故
な
ど
の
被
害
や
除
雪
、
排
雪
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
、
役
場
建
設
環
境
課
（
64

・

２
１
１
１
内
線
２
７
２
～
２
７
６
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

い
で
く
だ
さ
い
。

④
側
溝
に
雪
を
入
れ
た
り
、
ふ
た

を
と
っ
て
放
置
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。
つ
ま
っ
て
浸
水
し
た
り
、

歩
行
者
が
落
ち
て
ケ
ガ
を
す
る

な
ど
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

⑤
道
路
に
物
（
材
木
、
鋼
材
な
ど
）

を
お
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。
重

大
な
事
故
の
発
生
に
つ
な
が
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

⑥
道
路
に
屋
根
か
ら
の
落
雪
が
あ

る
と
通
行
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。

家
屋
所
有
者
の
責
任
に
お
い
て

片
付
け
て
く
だ
さ
い
。



振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
を
！
「
お
金
を
振
り
込
ん
で
！
」と
言
わ
れ
た
ら
、振
り
込
ま
ず
、詐
欺
を
疑
っ
て
、
す
ぐ
野
辺
地
警
察
署
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

お知らせ

町内指定水道工事店
工　事　店　名 電話番号

近藤電気工業㈱ 64－4545

㈲木村住宅機器 64－1579

㈲豊伸工業 64－6162

㈲山村電水 64－4805

㈲石孝電機工業 64－3793

柏葉電設工業 64－3913

㈲興和電気商会 64－2102

㈱熊谷住宅設備 64－5115

㈲齊藤水道設備工業 64－2492

三興電気工業㈱ 64－6831

㈲菱沼電気設備工事 64－6988

㈲サイジョー 64－3261

エム・アック工業 64－7127

Ｋ'3ｓ（ケーズ）設備計画 64－2309

㈲北斗興業野辺地支店 64－3556
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冬
期
間
は
、 

蛇
口
や
給
水
管
な
ど

の
凍
結
に
よ
る
故
障
や
事
故
が
多
く

な
り
ま
す
。
し
か
し
そ
の
原
因
の
ほ

と
ん
ど
が
不
完
全
な
取
り
扱
い
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
凍
結
防

止
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

①
蛇
口
を
完
全
に
開
い
て
、
水
を
出

し
な
が
ら
不
凍
栓
を
完
全
に
閉

め
て
く
だ
さ
い
。
不
凍
栓
を
最

後
ま
で
完
全
に
回
さ
な
い
と
、 

地

下
に
漏
水
状
態
と
な
り
ま
す
の

で
、
不
凍
栓
を
操
作
し
た
と
き

は
、
一
度
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

内
に
あ
る
銀
色
の
「
パ
イ
ロ
ッ

ト
」
が
回
っ
て
い
な
い
か
確
認

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

冬
期
間
は
積
雪
の
た
め
、
メ
ー

タ
ー
検
針
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
期
間
の
水
道
料
金
（
１
月
～
４

月
請
求
分
）
は
、
今
ま
で
の
使
用
水

量
か
ら
推
定
し
た
料
金
で
い
た
だ

き
、
５
月
分
で
精
算
し
ま
す
。

　

借
家
・
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
入
退
居

及
び
長
期
間
留
守
に
し
た
り
、
家
族

の
増
減
に
よ
り
使
用
水
量
が
大
幅
に

変
わ
る
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
水
道

課
（
64
・
２
１
１
１
内
線
２
７
０
・

２
７
１
）ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
水
洗
ト
イ
レ
の
水
が
流

②
日
中
で
も
長
時
間
使
用
し
な
い
場

合
は
、 

水
抜
き
を
す
る
よ
う
に
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

③
湯
沸
器
や
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
の
水
抜

き
は
、 

取
り
扱
い
説
明
書
に
従
っ

て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

凍
結
や
故
障
が
見
つ
か
っ
た
場
合

冬
期
間
の
水
道
料
金
は
推
定
料
金
で
請
求
し
ま
す

水
道
の
凍
結
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

れ
っ
ぱ
な
し
で
、
使
用
量
が
増
え
て

い
る
家
庭
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

は
、
町
指
定
水
道
工
事
店
に
依
頼
し

て
早
め
に
修
理
し
、
水
道
課
（
64
・

２
１
１
１
内
線
２
７
０
・
２
７
１
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
凍
結
・
漏

水
以
外
の
水
道
に
関
す
る
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

インフルエンザ最新情報

≪製造事業所の皆様へ≫　工業統計調査にご協力下さい

今季のインフルエンザの流行見込み
　今季は、現在の国内外の状況から例年に近い流行パターンを
とり、新型と季節性（香港型、B 型）とがそれぞれある程度の
規模で混在して流行する可能性が高いものと予想されていま
す。それに伴い、重症化の患者さんが増加することが懸念され
ます。

　平成22年工業統計調査を、12月31日現在で行います。
　調査の実施に当たっては、本年12月から来年１月にかけて調
査員が伺います。
　調査結果は、行政施策の重要な基礎資料として、また企業、
大学などでの研究資料、小・中・高等学校の教材など広く利用
されています。
　調査票に記入していただいた内容については、統計法に基づ
き秘密が厳守されますので、正確なご記入をお願いいたします。

http：//www.meti.go.jp./statistics/
経済産業省、野辺地町

　蛇口を全部閉めても 「パイロット」 が
回っているときは漏水しています。 
　水道工事店に修理を依頼してください。



住
民
票
・
戸
籍（
全
部
事
項
証
明
・
個
人
事
項
証
明
）の
申
請
は
、窓
口
に
来
ら
れ
た
方
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

　
「
戸
籍
の
窓
」
に
は
、
当
町
に
届
け

ら
れ
た
出
生
と
死
亡
に
つ
い
て
掲
載

し
て
い
ま
す
が
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
関
す
る
こ
と
な
の
で
、
載
せ

て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
け
出
の

際
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

（
10
月
受
付
分
）
町
民
課

手
間
本
竜

り
ゅ
う
へ
い

平
く
ん
（
正
樹
）
金　

沢

駒
形　

実み

夢ゆ
ち
ゃ
ん
（
隆
博
）
下　

袋

髙
野
え
み
か
ち
ゃ
ん
（
芳
幸
）
下　

袋

四
戸　

亮り
ょ
う
た太
く
ん
（
文
男
）
有　

戸

清
水　

健け
ん

靖せ
い

く
ん
（
靖
尚
）
下　

袋

下
田　

麗れ
い

奈な
ち
ゃ
ん
（ 

均 

）
金　

沢

斎
藤　

和
民
さ
ん　
（
78
）
浜　
　

町

加
藤　

レ
イ
さ
ん　
（
91
）
八 

幡 

町

藤
井　

節
子
さ
ん　
（
93
）
鳴　
　

沢

吹
越　

美
香
さ
ん　
（
27
）
馬 

門 

一

横
濵　

大
策
さ
ん　
（
97
）
馬 

門 

二

横
濵　

友
子
さ
ん　
（
77
）
金　
　

沢

三
浦　

芳
子
さ
ん　
（
75
）
え 

ぼ 

し

稲
垣　

正
志
さ
ん　
（
78
）
城　
　

内

中
美　

き
み
さ
ん　
（
97
）
上　
　

袋

新
谷
ヨ
シ
ヱ
さ
ん　
（
99
）
金　
　

沢

輪
達　

良
藏
さ
ん　
（
78
）
枇 

杷 

野

小
玉　

留
吉
さ
ん　
（
86
）
下 

町 

一

新
谷　

政
夫
さ
ん　
（
80
）
金　
　

沢

浅
野　

正
男
さ
ん　
（
77
）
金　
　

沢

健康づくり憩いの湯

●毎週月・木曜日（祝祭日

除く）

　有戸地区はまなす

　　　　ふれあいセンター

時間：午後１時

　　　～午後２時45分

バス運行日（毎週月曜日）

12月６日・12月13日

12月20日・12月27日

●第１・３月曜日が基本

（祝祭日除く）

老人福祉センター

時間：午前10時～午後２時

バス運行日　12月20日
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こ
の
前
ま
で
あ
れ
ほ
ど
緑
が
あ
っ
た

木
の
葉
も
ふ
と
気
が
つ
け
ば
、
紅
葉
と

な
り
、
ま
た
落
葉
と
な
っ
て
、
一
抹
の

寂
し
さ
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し

た
。

　

町
の
恒
例
行
事
で
あ
り
ま
す
「
ま
ち

づ
く
り
・
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」
が
今
年

も
、
11
月
１
日
有
戸
地
区
、
同
４
日
馬

門
地
区
、
そ
し
て
同
９
日
は
中
央
公
民

館
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
、
木
枯
ら
し
吹

く
中
、
あ
る
い
は
雨
の
中
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
沢
山
の
町
民
の
方
々
の
参
加
を

い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
各
自
治
会
長
さ
ん
達
の
ご

労
苦
に
も
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
で
は
、
ま
ず
私
か

ら
挨
拶
を
兼
ね
て
当
面
の
町
政
運
営
の

概
要
に
つ
い
て
、
次
の
９
項
目
を
説
明

い
た
し
ま
し
た
。

①
異
常
な
海
水
温
に
よ
る
ホ
タ
テ
ガ
イ

へ
い
死
問
題

②
東
北
新
幹
線
全
線
開
業
と
青
い
森
鉄

道
の
開
業

③
柴
崎
観
光
牧
場
の
有
効
活
用
（
例
え

ば
、
花
畑
へ
の
転
換
）

④
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
（
町
の
向
こ

う
10
年
間
の
「
道
し
る
べ
」）

⑤
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
（
過
疎
債

の
効
率
的
利
用
）

⑥
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
工
事

の
完
了

⑦
友
好
都
市
（
埼
玉
県
久
喜
市
）
と
友

好
公
園
（
香
川
県
土
庄
町
）

⑧
企
業
誘
致
（
特
に
、
野
辺
地
工
業
団

地
へ
の
誘
致
促
進
）

⑨
平
成
21
年
度
一
般
会
計
決
算
（
実
質

黒
字
額
３
４
６
８
万
余
円
）
及
び

公
立
野
辺
地
病
院
の
現
状
（
病
院

経
営
診
断
と
経
営
改
善
計
画
）

　

説
明
の
あ
と
、
参
加
者
の
方
々
か
ら

町
道
や
側
溝
の
整
備
、
除
排
雪
問
題
、

悪
臭
に
関
す
る
こ
と
、
更
に
は
公
立
野

辺
地
病
院
の
人
工
透
析
に
関
す
る
こ
と

な
ど
、
日
常
生
活
の
身
近
な
事
柄
を
中

心
に
、
数
多
く
の
ご
意
見
・
ご
要
望
等

に
つ
い
て
拝
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
に
つ
き
ま
し
て
は
、
直
ち
に

実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
や
予

算
の
計
上
が
必
要
な
も
の
、あ
る
い
は
、

ど
う
し
て
も
実
行
で
き
な
い
も
の
等
が

あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
町
民
の

サ
イ
ド
に
立
っ
て
、
実
現
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

野
辺
地
町
長　

亀
田
道
隆



町
税
等
の
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
で
！
（
口
座
振
替
で
き
る
金
融
機
関
　
青
森
銀
行
・
み
ち
の
く
銀
行
・
青
い
森
信
用
金
庫
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
ゆ
う
き
青
森
農
業
協
同
組
合
野
辺
地
支
所
）
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無 料 相 談 案 内
名　　称 相　談　内　容 期日と時間 場　　所 相談担当または電話番号

年 金 相 談 国民年金に関する
こと

12月22日（水）
10：00 ～ 15：00

野 辺 地 町
中 央 公 民 館

青森年金事務所
０１７－７３４－７４９５

（完全予約制です） 
〒030-8554青森市中央１丁目22-8

人 権 相 談
困りごと・いやが
らせ等人権の擁護
に関すること

12月７日（火）
10：00 ～ 15：00

野 辺 地 町
中 央 公 民 館

人権擁護委員
64－２１１１

12月６日（月）・15日（月）
10：00 ～ 15：00

六 ヶ 所 村
中 央 公 民 館

人権擁護委員
0175－72－2111

弁護士無料相談 民事・一般 １月７日（金）
14：15 ～ 16：45

老 人 福 祉
セ ン タ ー

弁護士が対応します。12月22日
まで総務課64－2111（内228）へ
申し込みください。予約必要

児童家庭相談 養護・児童虐待等
に関すること

月～金曜日
（祝・祭日除く）
10：00 ～ 16：00

野 辺 地 町
健 康 福 祉 課 64－２１１１

行 政 相 談 行政に関する苦情・
要望等に関すること

12月21日（火）
９：00 ～ 12：00 役 場 相 談 室 行政相談委員

教 育 相 談 しつけ・いじめ等
に関すること

月～金曜日（祝・祭日除く）
10：00 ～ 16：00

教 育 委 員 会
直 通 電 話 64－４９５４

電 話 介 護
相 　 　 談 介護に関すること 月～金曜日（祝・祭日除く）

９：00 ～ 16：00
健 康 増 進
セ ン タ ー 64－１７７０

国

民

年

金

保

険

料

11

月

分

の

納

付

期

限

は

１

月

４

日
（

火

）

で

す
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・
交
通
安
全
早
め
て
ん
と
う
虫
作
戦
！
夕
暮
れ
時
は

早
め
の
点
灯
時
刻

12
月
は
15
時

健康増進センター
　前田５番地の２
　　　　☎64－１７７０☆母子健康手帳の発行は各種相談と同様、毎週火・木曜日（８：30～17：00）となります。

保健行事名 月日・時間 場所・ＴＥＬ 対象 内容 備考

４カ月児

　　こども健診
12月９日㈭
13：15開始

１月20日㈭
13：15開始

野辺地病院
小　児　科

（64－3211）

〈12月９日〉
平成22年８月生まれ

〈１月20日〉
平成22年９月生まれ

育児相談
離乳食前期指導
身体計測
小児科医診察等
結核予防法によるＢＣＧワク
チンの定期接種

対象者には個別に通
知します。 

ＢＣＧ予防接種

７カ月児

　　こども相談

12月15日㈬
10：00開始

健 康 増 進
セ ン タ ー
 （64－1770） 

電話でのご
相談・お問
い合わせは
64－8080

（はればれ）
火・木曜日

平成22年５月生まれの乳児

育児相談
離乳食中期指導
離乳食試食
身体計測

母子健康手帳、 バス
タオルをお持ちくだ
さい。 
対象者への個別通知
はしておりません。 
毎月の広報で確認の
うえ、 おいでくださ
い。 

10カ月児

　　こども健診

12月15日㈬
13：00開始 平成22年２月生まれの乳児 育児相談

離乳食後期指導
身体計測・歯科保健指導・歯
科健診等１歳児

　　こども健診

12月15日㈬
13：30開始 平成21年12月生まれの乳児

みんなの

　　こども相談

12月15日㈬
14：30開始

０歳児から就学前まででこれ
までのこども健診・相談の対
象月年齢以外の児 （希望者） 

育児相談・栄養相談
身体計測
歯科健診等

できれば、前日までに
健康増進センターにお
申し込みください。 

１歳６カ月児

　　こども健診

１月18日㈫
12：50開始

平成21年６月～平成21年７月
生まれの幼児

育児相談・身体計測
小児科医診察
歯科健診等

対象者には個別に通
知します。 

ことばの相談
12月７日㈫
15：00開始

ことばなどの発達で相談した
い幼児

個別相談・指導 （わかば学級
教諭が対応） 

前日までに、 健康増
進センターにお申し
込みください。 

３歳児

　　こども健診

12月７日㈫
12：40開始

平成19年５月～６月生まれの
幼児

育児相談・身体計測
生活栄養指導
小児科診察・歯科健診
尿検査・聴覚検査等

対象者には個別に通
知します。 

すくすくテレフォン

火・木曜日
 （祝祭日除く） 

８：30 ～ 17：00

妊婦、 産後の方、 育児中の母
親、 家族の方など

妊娠・育児の電話相談
 （保健師が対応） 

思春期はればれ

電話相談

思春期の方、 思春期のお子さ
んをもつ親など

思春期のこころやからだの電
話相談 （保健師が対応） 

総合健康相談

火・木曜日
 （祝祭日除く） 

８：30 ～ 17：00
町民一般 保健師による健康相談

管理栄養士による食事相談

あれば健康手帳や健
診結果通知書をお持
ちください。 
事前にお申し込みく
ださい。 

マ タ ニ テ ィ

サ ロ ン

12月17日㈮
13：30 ～ 15：00

健 康 増 進
セ ン タ ー 妊婦とその家族

おしゃべり、 情報交換、 リフ
レッシュ
公立野辺地病院の助産婦によ
る妊娠中の生活や母乳の準備
等のお話があります。 

事前申込みはいりま
せん。 

青 森 県 こ ど も

救 急 電 話 相 談

土曜日・日曜日
・祝日　　　　
19：00 ～ 22：30

＃８０００
または

０１７-　　　　

７
な

２
に

２
に

- １
い

１
い

５
こ

２
に

小児の保護者等

小児の急病等への家庭内での
対応や医療機関への受診の目
安などの相談の対応 （看護師
が対応　小児科医が支援）

青森県が実施主体です。 
電話番号はどちらも携
帯電話からでも可能で
す。 


